
「掘り下げ（内発）」のための指導者役割」 
 「Ｔ・Ｅ・Ｆ・Ｐ・Ｃ」の５の仕事・・「教え込み」からの脱却・進化 

協働・周旋する人・・教師は学習
者の学習を結びつける 

導き出す人・・教師が学習者に
考えさせる 

教える人・・教師が主体・学習者
は受動 

ＧＤ 

Ｔ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｐ 

Ｃ 

 ＥＧ 

 Ｔ  Ｍ 

ＳＳＳ 

 

 

「図式」：教師と学習者・・Ｔ（教師） Ｓ（学習者） Ｅ（目的） Ｇ（目標） Ｍ（教材） 
 

 

企画させる人（Ｐマネージャ－）・・教
師は学習者の企画を推進させる人 

コーディネーター・・教師はプロジェクトグ
ループを他の組織や指導者と結びつける 

 

 

 

Ｔ Ｅ Ｇ 

Ｍ 

Ｓ 

 

Ｔ 

ＥＧＭ 

ＳＳＳ 

 ＥＧ 

Ｔ  Ｍ 

ＳＳＳ 

 

Ｔ ＥＧ 

Ｍ 

Ｓ 

「教育」の構想・・それに応じての５つの対応 

Ｔ 

ここでは、Ｔは賢くなるが、Ｓは受動
のままでは賢くならない 

「よくわかる授業」でも・・バリアフリー
（フラット）なら学力付かない胃、バリ
アアリー（試練あり）なら学力向上に 



   「学習法の改善」・・３Ｒと３Ｘ 

   習得学習と探究学習 

  
読み 

Ｒｅａｄｉｎｇ 

３Ｒ 書き 

Ｗｒｉｔｉｎｇ 

そろばん 

Ａｒｉｔｈｍｅｔｉｃ 

３Ｘ 

探究 

Ｅｘｐｌｏｒｅ 

共有する 

Ｅｘｃｈａｎｇｅ 
表現する 

Ｅｘｐｒｅｓｓ 

フォロアー型 

「発展途上国」 

 「３Ｘ」へ 
・・１０歳からの学習方法・ 

リーダー型 

「先進国」・・日本はここ 

３Ｒの工夫も 

初期には必要 

 ・・ブロック（知識）集めも大切だ・・ 
学習・・ＴＬ（teach・ｌｅａｒｎ）型 

＊受け身・個人 

＊「事項＝コンテンツ」を知る    

＊「クローズドエンド」 
＊評価・・事項確認テスト（単純評価） 

 

 
学習・・ＥＳ（educate・study）型 

＊能動・探究・協働（グループ・ディベート） 
＊「ことがらの関係＝コンテクスト」を探る    

＊「オープンエンド」 
評価・・事項関係･構造理解を問う 

   ・・「ポートフォーリオ」による（多様評価）      

    （レポート･プレゼン・活用応用問題） 

 

 

答えをもらう 
答えを探る、考え
る・・さらに、造る 

図の作成は筆者（Ｋａ）・・・「３Ｘ」については、シーモアパパート（カナダ数学者）の理論から 

 



  「思考力」が求められる背景 
時代背景・・考える時代に 
日本の現状と教育の課題   

20世紀 欧米モデル 

21世紀モデルへ 

ＥＵ・アメリカ
の現在 

日本・・・マネの時代 

「考えない時代」 

「社会」 
環境保護 

科学技術 

芸術文化 

民主政治 

平和共存 

自由･平等 

 「みんなの幸せ」
が達成できるか 

「現在の日本」 

「教育」 も「21世紀」型に 

日本・・ 

「考える時代」へ 

1980年ごろ 

その他の国に 

図の作成は筆者（Ｋａ） 



  「説明」・・「現在で求められる力は？」 
・・単純仕事から複雑仕事ができることが要求される・・ 

１：「働きの変化」 

単純な作業（肉体）＝機械化    「オペレーターに」 

単純な作業（頭脳）＝機械化   「クリエーターに」 

２：「リーダーが必要なこれからの社会」 

 「これまで」              「これから」 

＊少数のエリートが社会
を引っ張る・・その他多く
の人はそれに従う・・ 

＊かなりの数のリーダーが必
要な社会・・・ 

＊多くの人が何かのところで
リーダーとなる時代・・ 

「解説」・・日本など先進国では、単純な労働は減少してきて、それらの仕事はロボットや他の国
の人がすることとなった。日本の子どもたちは、複雑で高度な仕事をすることとなる。だから、考
える頭になることが重要となった。  

 また、日本の社会も民主化して、大勢の人が参加して運営する国となったのですから、ここでも
多くの「リーダーやミニリーダー」が求められるのです。教育に、「考えること」が求められてきた
のです。 

1980 

リーダー 


